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花　山　だ　よ　リ （三月）
　1日の午後，倉敷の荒木氏が山へ來られました．約一ケ年の豫定で，花山
で研究を綾けれらる筈で，今まで公文理學士が受持ってるられた氣象係りを
早速2日から引縫ぎ，叉た上島先生の御手博として，太陽分光鳥眞の撮影も
始めてゐられます．それ．から或る夜，星見山人が星を見てゐますと何回から
か妙へなるオルガンの音と共に讃美歌を唱ふ聾が聞えて來ました．ハテ誰だ
ツたのでせうか？……今月は春休みなa）で學校の生徒團艦等の二三も相當あ
りましたし，遠方からの來訪者も大分ありました．i5日に岐阜の廣瀬氏が來
峯一泊され，27日から30日まで和歌山の小旗氏が來毫．29日には名古屋の村
上先生が來纂。叉た，小山先生が露洛され，9日に花山に來られ，10日朝御
一家お揃ひで倉敷へ引き移られました．それから，此の暫らく天文憂の工揚
に職工が居なくて，非常に不便でしたが，今度ユ8日から太田君と言ふ入が毎
日通勤して果れる事になり，今まで溜ってみた仕事をどんどん片付けて臭れ
るので，皆んな大喜びです．
　籾．て風害復興工事は，大ド1ム亜鉛板張りが7卜iで終って，11日には銀色
ペンキも塗り終って，すっかり見違へる程に新らしく青室に輝いてゐます．
別館のド1ムも多分近く塗り替へてもらふ筈です．併し官舎の方は却．々進ま
す，月末頃やつと大工の手を離れ，これから左官と婬屋が入る筈ですから，
まだちよつと高聞がとれそうです．
　四月1Hから大阪で開かれる國産工業博覧愈へ種々の鏡や望二三を出晶す
る爲めに，28日午後から柴田，公文雨先生と太田君とが出晶物をトラックlc
積んで大阪まで持って行かれました．生憎にはかに雨降りとなって大回困ら
れた由です．29日から松竹座にL世界の終り「と言ふ映書が來ました．何んで
もフランマリオンの原作で，tzクセル彗星が地球と衝突すると言ふ筋なので
す．高城域の交渉の結果，蔓員一同打揃って映書観賞愈と言ふ事になりまし
た．見た感想は如何ですつてt？サア，それは此虞で餓リハツキリ言はない
事にしませう．どうせ，新聞にも批評が出た事と思ひますから……．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星見山人）
